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男性 2000年1月に TUR-Bt施行.TCC. G2>Gl. non-invasiveと





































pTis， pTa， pTl， pT2， pT3， pT4群の5年生存率はそれぞれ87.5，





















therapy (AHT)非施行群で31人が AHT施行群，治療前の IIEF5合
計点の平均は総患者， AHT非施行群， AHT施行群で9.1， 9.7， 7.6 
点. HDR-BT 後には5.9，7.6， 2.6点となり，勃起機能の悪化を認め
た.AHT非施行群では， IIEF5質問2での勃起能力は治療前に 2点






信，横山修(福井大 rAging Males' Symptoms' Rating Scale 
(AMS質問紙)Jは rPartialandrogen deficiency of the aging male 
(PADAM)Jの重症度判定やアンドロゲン補充療法の効呆判定に使用
されている.AMS質問紙と血中性ホルモン (total，free testosterone， 
DHEA-S， LH， FSH， estradioD値との関連を外来受診者107例で検
討した.年齢と AMSscoreとの間には相関が認められなかった.
Free Tおよび FSHはtotalscoreおよび somaticsubscoreと有意に相
関した. PADAMの診断治療において血中 testosteroneに加え， FSH 
の評価が補助的役割を担うと考えられた.
